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茶屋ヶ坂アパート建替計画

清水建設株式会社

茶屋ヶ坂アパート建替計画

木質ハイブリッド架構( CLT+RC)による高機能住宅

令和3年1月

サステナブル建築物等先導事業（木造先導型）
先導的中大規模木造建築物 事例発表会資料

貞広 修
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茶屋ヶ坂アパート建替計画
主用途 共同住宅（ 26戸 2LDK:約68㎡）

所 在 地 名古屋市千種区赤坂町1-29-2

構造 木質ハイブリッド構造＜免震構造＞ 耐火建築物

階数 地下1階、地上4階

建築面積 847.5㎡ 延べ床面積 3,211㎡

工 期:2018年12月～2020年5月 発注・設計・施工:清水建設

建物南西側外観パース 内観パース

計画概要
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茶屋ヶ坂アパート建替計画

木質免震ハイブリッド架構

建築物の木質化による新しい価値の創造

地震・火災に
安全・安心な木造建築

木質空間による
健康・快適な暮らし

木材利用促進による
地球環境への配慮

木に包まれ、人をはぐくむ、快適で安全な住まい
木造とＲＣ造を融合させ実現する

設計コンセプト
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茶屋ヶ坂アパート建替計画
外廊下

バルコニー

■平面図

■断面図

駐車場

２戸１ユニット

２戸１ユニット４階

３階

平面・断面計画

設備バルコニー
免震装置
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茶屋ヶ坂アパート建替計画

リビングからBRを見る

ダイニングからリビングを見る

南北に光、風が
抜ける一体空間

オープンで
明るい南面LDK

CLT耐震壁内の
集約水廻り

Living
Dining

K

BR

Work

▲

13
.8
m

5.7m
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住戸プラン
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茶屋ヶ坂アパート建替計画

テレワークルーム

テレワークルーム

テレワークルーム

在宅ワークエリア
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茶屋ヶ坂アパート建替計画構造計画

ＲＣ造＋木造のハイブリッド構造・免震構造

柱

梁

柱梁接合部
（PCa）

CLT耐震壁

RC耐震壁

柱頭免震
（高減衰ゴム、すべり支承）

RC+CLT合成床スラブ
（1階テレワークルーム上部）

RC偏平柱・梁

X方向
RC造ラーメン

+ 木造ラーメン
+ CLT耐震壁

Y方向
RC造ラーメン

+ RC耐震壁
耐火木質部材

1階床（マットスラブ）

構造用集成材 カラマツ （E95-F315、E105-F300）
直交集成版 スギ （Mx60A-7-7、Mx60A-3-5）

鋼材 SS400、SN400C、SNR490B
（鋼板、DP、 LSB、 A.BOLT）

普通コンクリート Fc48～Fc27
鉄筋 SD390、SD345、SD295A

シミズ ハイウッド（木質ハイブリッド構造）

【先導的な設計、施工技術や生産システムの具体的内容】
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茶屋ヶ坂アパート建替計画

CLT耐震壁（MX60A7-7）

ＲＣ造人工地盤 柱頭免震
（高減衰ゴム、すべり支承）

構造断面
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茶屋ヶ坂アパート建替計画住戸部分の構造

X方向
RC造ラーメン

+ 木造ラーメン
+ CLT耐震壁

Y方向
RC造ラーメン

+ RC耐震壁

CLT耐震壁



○○○○ 2012年6月 10©2020 SHIMIZU CORPORATION

茶屋ヶ坂アパート建替計画

柱・梁の構成

シミズ ハイウッド（木質ハイブリッド構法）

G.PL-16

DP 8-φ22
+ BOLT 1-M24

LSB 12-φ25

PCa接合部
（Fc36）

スリム耐火ウッド柱
（芯材:450x450）

木梁（400x400）

柱A.BOLT 4-M30

梁A.BOLT 8-M24

接合部をPCa化

①木造フレームの弱点である

繊維直交方向のめり込みによる

剛性低下を回避

②接合部の耐火性能向上

鉄骨接合部

鋼板挿入2面せん断型のＤＰ接合
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茶屋ヶ坂アパート建替計画

ラグスクリューボルト

Pca 接合部材

アンカーボルト

鉄骨接合部
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茶屋ヶ坂アパート建替計画木柱･木梁のPCa接合部 構造実験

於：清水建設研究所
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茶屋ヶ坂アパート建替計画CLT耐震壁 接合部・詳細図

G.PL-12
DP 8-φ32RC梁

LSB 8-φ25（Le=570）
片側M24雄ねじ加工

HTB 5-M20
（二面せん断）

CLT Mx60A-7-7
t = 210

接合プレート
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茶屋ヶ坂アパート建替計画CLT耐震壁 構造実験写真

固定側

載荷荷重

上下平行制
御用ジャッキ

CLT

上下平行制
御用ジャッキ
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茶屋ヶ坂アパート建替計画RC-CLT合成床
RC-CLT 合成床 断面図

型枠利用MX7-7(A)

振動性能・遮音性能を補う性能部材 （構造耐力に見込まない）

天井をCLTの現し仕上げとする （耐火被覆不要）

RCスラブ（t=150mm）

CLTパネル（t=150mm）

スリム耐火ウッド梁
RC梁

RC-CLT合成床
（1階在宅ワークエリア上部）

ハーフプレキャスト合成床（FR板） 断面図
ハーフプレキャスト合成床

（t=200mm）

スリム耐火ウッド梁
RC梁

ハーフプレキャスト合成床（FR板）
（基準階住戸）

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

PC鋼線

シアキー
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茶屋ヶ坂アパート建替計画

■ RC-CLT 合成床の重量床衝撃音試験を実施

・RC-CLT合成床（RC150mm+CLT150mm）の重量床衝撃音の測定を実施。
ハーフプレキャスト合成床 (t=200mm)一般住戸と同等であった｡

:打撃（2F）・測定（1F）位置
:1F仮設壁施工位置

部屋小 部屋大

重量床衝撃音測定結果
（ RC-CLT合成床:LH55）

重量床衝撃音測定結果
（ RC-CLT合成床: LH55）

重量床衝撃音打撃(2F)・測定(1F)位置
（仕上げ面測定時には、1F仮設壁なしの状態。）

コンクリート素面

部屋小

部屋大

重量床衝撃音測定状況
(1F:在宅ワークスペース)

重量床衝撃音打撃状況(2F:住戸)

RC-CLT合成床

コンクリート素面

LH55を確認
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茶屋ヶ坂アパート建替計画木質耐火構造部材「スリム耐火ウッド®」の概要

スリム耐火ウッドの構成

1時間耐火認定取得済み（柱･梁）
菊水化学工業と共同開発

燃え止まり層を耐火シートと
強化石膏ボードで構成（二重化）

スリム化・軽量化

燃え止まり層①
耐火シート t=2

芯材（木材）

燃え止まり層②
強化石膏ボード
t15x2枚

化粧材（木材）t15
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茶屋ヶ坂アパート建替計画

屋内

屋外
バルコニー

化粧材：杉サーモ材
縦胴縁：杉 38×45
防水層：透湿防水シート
耐火シート 2mm
ＧＢ 厚15mm ×2

化粧材：杉サーモ材
縦胴縁：杉 38×45
防水層：透湿防水シート
耐火シート 2mm
ＧＢ 厚15mm ×2

化粧材：杉無垢材
縦胴縁：杉 55×45
耐火シート 2mm
ＧＢ 厚15mm ×2

スリムウッド柱 耐火防水納まり
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茶屋ヶ坂アパート建替計画耐火性能試験 スリム耐火ウッド®

加熱前 加熱後:芯材面加熱中

性能評価機関の耐火試験によって、1時間の耐火性能を確認し、大臣認定を取得

荷重を支持する芯材に炭化がない耐火シートが発泡して膨らみ
断熱層を形成する
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茶屋ヶ坂アパート建替計画

・ 柱 ： 6 0 0 k g  ( 4 8 0 x 4 8 0 x 1 , 8 9 0 )
・ 間 柱 ： 1 2 0 k g  ( 1 , 8 1 8 x 4 3 0 x 2 1 0 )
・ 梁 ① ： 7 0 0 k g  ( 4 9 4 x 4 4 7 x 5 , 1 4 3 )
・ 梁 ② ： 6 0 0 k g  ( 4 9 4 x 4 4 7 x 4 , 5 4 3 )
・ P C a 接 合 部 材 ： 6 0 0 k g  ( 7 5 0 x 5 5 0 x 5 5 0 )
・ C L T 耐 震 壁 ① ： 7 7 0 k g  ( 2 , 6 9 0 x 1 , 9 9 0 x 2 1 0 )
・ C L T 耐 震 壁 ② ： 6 7 0 k g  ( 2 , 0 9 0 x 1 , 9 9 0 x 2 1 0 )
・ C L T 合 成 床 ： 4 6 0 k g  ( 1 , 2 6 0 x 5 , 3 0 0 x 1 5 0 )

移 動 式 ラ フ テ レ ン ク レ ー ン

工期
2018年12月1日から2020年5月31日

施工概要
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茶屋ヶ坂アパート建替計画

搬入・荷降ろし
(木部材)

搬入・荷降ろし
(PC部材)

施工手順
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茶屋ヶ坂アパート建替計画スリム耐火ウッド柱、PCa接合部 建方写真

柱 Ｐｃａ 部材の建て方 間柱・梁 の建て方
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茶屋ヶ坂アパート建替計画CLT耐震壁 建方写真
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茶屋ヶ坂アパート建替計画

シアキー
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茶屋ヶ坂アパート建替計画CLT床型枠 配筋写真
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茶屋ヶ坂アパート建替計画竣工写真（テレワークルーム）
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茶屋ヶ坂アパート建替計画竣工写真（住戸内部）
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茶屋ヶ坂アパート建替計画竣工写真（北面外観）
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茶屋ヶ坂アパート建替計画竣工写真（南面外観）
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茶屋ヶ坂アパート建替計画竣工写真（夜景 南面外観 エントランスポーチ）
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茶屋ヶ坂アパート建替計画

【類似プロジェクトに取り組む設計者へのアドバイス】

１）木質ハイブリッド構造は特有の納まりが多いため
意匠・構造・設備設計関係者で早期に課題を共有する

木質部材の防耐火仕様、防水・断熱納まり

２）接合部部分の防耐火性能の確認

３）木をコンクリートで「汚さず造る」ポイントを十分に検討する。
木質部材の搬入や現場での

雨養生 、養生後における木材のカビ対策

４）新しい取合いが多い場合はモックアップ施工を設計段階で計画


